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介護ロボット使用状況報告書 

 

                                                      令和 5 年 11 月 1 日 

                                           

法人名 機器導入事業所名 施設の種別 

（株）サンガジャパン ふなばし翔裕館 グループホーム 

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名 

見守り 
   aams 介護 

 

介護ロボット導入時期 導入台数  

   令和  5年 3 月  29日 18 台 

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】 

  ※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。 

日中、夜間帯など、臥床時における安否確認 

離床時のセンサーにて転倒防止を図る 

 

 

【介護ロボットの導入効果（導入による業務改善状況等）】 

  ※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用

状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具体的に記載すること。 

 

心臓疾患者多く、日中、夜間帯の心拍数の変動を随時確認ができるようになった。     

看 取 り 期 の 方 の 変 動 を デ ー タ ー で 常 に 確 認 す る こ と が で き た 。          

また看護師不在時にも心拍低停止を機械で確認し、Dr へと繋げることができた。 

※立ち合いの家族様も確認していただくことができた。 

 

【介護ロボットの不都合な点】 

  ※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。 

誤作動が何度か生じた。 施設の不具合にて使用できなくなった場合、職員の不安が

大きかった。 心拍低下アラームの設定値の幅を一番低くしても、数値が低い方は鳴

り続けてしまうことがある。 

 

 

 


